
（広島県）

先
人
の
築
い
た
地
域
の
基
盤
を 

持
続
可
能
な
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に

　

広
島
県
西
端
に
位
置
し
、
市
域
北
部
が
広
島
県

廿
日
市
市
に
、
市
域
南
西
部
が
山
口
県
岩
国
市
や

和
木
町
と
接
す
る
大
竹
市
（
面
積
78
・
66
㎢
、
本

年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
２
万
５
５
５
１
人
）
が

誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
９
月
１

日
の
こ
と
だ
。

　

旧
佐
伯
郡
大
竹
町
・
小
方
町
・
玖
波
町
・
栗
谷
村
、

お
よ
び
松
ケ
原
地
区
（
旧
友
和
村
の
一
部
）
の
３
町

１
村
１
地
区
の
合
併
に
よ
る
も
の
で
、
大
竹
市
は

本
年
９
月
１
日
に
、
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
。

　

大
竹
市
の
中
心
的
な
市
街
地
は
、
瀬
戸
内
海
に

面
す
る
旧
大
竹
町
の
大
竹
地
区
、
旧
小
方
町
の
小

方
地
区
、
旧
玖
波
町
の
玖
波
地
区
が
市
域
東
部
の

海
側
の
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
旧
三
町
の
山

側
は
中
国
山
地
な
ど
の
山
間
部
へ
と
つ
な
が
る

傾
斜
地
に
位
置
し
て
お
り
、
農
耕
や
居
住
地
に

適
し
た
土
地
が
非
常
に
少
な
い
。
そ
の
た
め
、

養
蚕
（
お
よ
び
製
糸
業
）
や
果
樹
栽
培
、
和
紙
の

材
料
に
な
る
コ
ウ
ゾ
の
栽
培
な
ど
が
、
古
く
か

ら
行
わ
れ
て
き
た
。

　

中
で
も
、
山
口
県
と
の
県
境
に
な
っ
て
い
る
清

流
・
小
瀬
川
沿
い
の
エ
リ
ア
で
は
、
江
戸
時
代
初

期
に
興
っ
た
製
紙
業
（
手
す
き
和
紙
）
が
、
明
治
・

大
正
・
昭
和

初
期
ま
で
主
要
産

業
を
形
成
。
大
正
・
昭
和
初

期
に
は
販
路
を
国
内
外
に
広
げ
る
な
ど

隆
盛
を
誇
っ
た
。
産
業
と
し
て
の
製
紙
業
の
伝
統

は
現
在
、
臨
海
工
業
地
帯
に
お
け
る
近
代
製
紙
業

へ
と
様
変
わ
り
し
て
い
る
。
だ
が
、
小
瀬
川
流
域
・

防
鹿
地
区
の
地
元
有
志
（
お
お
た
け
手
す
き
和
紙

保
存
会
）
を
中
心
に
、
手
す
き
和
紙
の
技
術
も
連

綿
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

海
側
の
エ
リ
ア
に
は
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
・
大
竹

駅
や
同
・
玖
波
駅
、
山
陽
自
動
車
道
と
広
島
岩
国

道
路
が
交
差
し
、
現
在
建
設
が
進
行
中
の
岩
国
大

市 政 ル ポ 大
お お た け

竹市

既
存
地
域
資
源
の
フ
ル
活
用
と
新
た
な
拠
点
づ
く
り
!!

市
制
施
行
70
年
目
に
佳
境
を
迎
え
る
大
型
再
開
発
事
業

中国地方でも有数の規模を誇る弥栄ダム（小瀬川上流）は桜の名
所としても人気のスポットだ

山口県との県境にもなっている清流・小瀬川は「手すき和紙」を
支える貴重な水資源

入
いりやま

山欣
よしろう

郎
大竹市長
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竹
道
路
も
交
差
予
定
（
詳
細
は
後
述
）
の
大
竹

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
、
広
島
岩
国
道
路
の
大
竹
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
が
、
市
街
地
の

中
心
部
に
立
地
し
て
お
り
、
岩
国
錦

帯
橋
空
港
ま
で
も
車
で
約
20
分
の
近

さ
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
交
通
環
境
に
恵
ま

れ
た
大
竹
市
の
現
在
の
主
要
産
業

は
、
山
口
県
側
の
沿
岸
部
を
中
心
に

大
手
企
業
の
工
場
が
集
中
す
る
、
製

紙
産
業
や
石
油
化
学
関
連
産
業
な
ど

が
担
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
は
、
瀬
戸
内
海
で
の
沿
岸

漁
業
、
な
ら
び
に
有
人
離
島
・
阿
多

田
島
に
お
け
る
《
あ
た
た
ハ
マ
チ
to

レ
モ
ン
》
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
魚
の
養
殖
も
盛
ん
に

行
わ
れ
、
観
光
業
を
含
め
た
実
に
多
彩
な
産
業
構

造
を
有
し
て
い
る
。

　
「《
あ
た
た
ハ
マ
チ
to
レ
モ
ン
》
と
い
う
の
は
、

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
か
ら
４
年
間
を
か
け
て

養
殖
の
研
究
開
発
を
し
た
ブ
ラ
ン
ド
・
ハ
マ
チ
で
、

生
産
量
が
全
国
第
１
位
の
広
島
県
産
レ
モ
ン
を
餌

に
混
ぜ
な
が
ら
育
て
て
い
ま
す
。

　

レ
モ
ン
に
多
く
含
ま
れ
る
か
ん
き
つ
成
分
（
リ

モ
ネ
ン
）
の
効
果
に
よ
る
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
風

味
や
、
み
ず
み
ず
し
い
身
色
が
長
く
保
た
れ
る
な

ど
、
良
好
な
肉
質
が
人
気
の
《
あ
た
た
ハ
マ
チ
to

レ
モ
ン
》
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
も
、
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

大
竹
市
に
お
け
る
ハ
マ
チ
養
殖
の
歴
史
は
古

く
、
昭
和
40
年
代
か
ら
始
ま
り
、
広
島
県

で
も
第
１
位
の
収
穫
量
で
す
。
そ
の
養
殖

ハ
マ
チ
と
、
全
国
１
位
の
生
産
量
を
誇
る

広
島
レ
モ
ン
と
の
コ
ラ
ボ
が
生
み
出
す

《
あ
た
た
ハ
マ
チ
to
レ
モ
ン
》は
、
ま
さ
に

『
広
島
県
の
海
と
山
の
１
番
』
が
合
体
し

た
、
最
強
の
組
み
合
わ
せ
と
い
え
る
で
し
ょ

う（
笑
）」

　

そ
う
語
る
入
山
欣
郎
大
竹
市
長
は
、
生

ま
れ
も
育
ち
も
大
竹
市
だ
。
祖
父
の
代

（
大
正
・
昭
和
初
期
）に
は
当
時
の
家
業「
手

す
き
和
紙
」
販
売
の
ル
ー
ト
を
大
陸
に
ま

で
拡
大
す
る
な
ど
、
大
竹
市
の
産
業
構
造

や
、
地
域
の
変
遷
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
把

握
で
き
る
環
境
下
で
、
入
山
市
長
は
成
長

し
て
き
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
「
耕
地
も
少
な
く
、
昭
和
初
期
ま

で
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
産
業
も
な
い
地
域
だ
っ
た

大
竹
市
を
、
今
日
の
よ
う
な
多
彩
な
産
業
構
造
を

持
つ
ま
ち
に
育
て
上
げ
て
き
た
先
人
、
先
輩
の

皆
さ
ま
に
は
、
心
か
ら
の
敬
意
を
感
じ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
」と
、
し
み
じ
み
述
懐
す
る
。

　

昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
に
大
学
を
卒
業
後
、
大

手
商
社
勤
務
や
実
家
の
家
業
で
あ
る
建
設
業
な
ど

を
経
て
、
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
に
実
施
さ
れ
た

大
竹
市
長
選
に
初
出
馬
し
当
選
。
本
年
で
５
期
18

年
目
を
迎
え
て
い
る
入
山
市
長
が
、
就
任
当
時
も

現
在
も
変
わ
ら
ず
に
抱
く
「
市
政
（
ま
ち
づ
く
り
）

へ
の
強
い
思
い
」
は
、「
先
輩
方
の
築
い
て
く
だ

さ
っ
た
大
竹
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
発
展
さ

紙・化学繊維・石油化学のプラントが林立する大竹地区の臨海工業地帯

400年以上の伝統技術を継承する「おおたけ手すき和紙保存会」の和紙
作りの模様

ふるさと納税・返礼品でも大人気、レモンのかんきつ成分入りの餌で育てられる
「あたたハマチtoレモン」

大竹市
広島市
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せ
、
少
子
化
や
人
口
減
少
な
ど
に
も
負
け
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
い
た
ず

ら
に
人
口
増
を
目
指
す
よ
り
も
、
地
元
に
暮
ら
し

続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
市
民
の
た
め
に
、
常
に

よ
り
良
い
生
活
環
境
を
追
求
し
、
持
続
可
能
な
ま

ち
へ
の
基
盤
を
、
次
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
。
そ

れ
を
大
切
に
し
た
い
」と
明
言
す
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
ん
な
「
市
政
へ
の
強
い
思
い
」
を
、

具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
し
て
実
現
す
る
た

め
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
３
月
に
策
定
し
た
の

が
《
小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
》（
令
和

４
／
２
０
２
２
年
11
月
に
一
部
見
直
し
）だ
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
大
竹
市
の
主
要
な
市
街
地

は
山
口
県
岩
国
市
に
隣
接
す
る
大
竹
地
区
と
、
広

島
県
廿
日
市
市
に
隣
接
す
る
玖
波
地
区
、
そ
の
中

間
に
位
置
す
る
小
方
地
区
と
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
三
つ
の
地
区
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
大
竹
駅

の
あ
る
大
竹
地
区
と
、
Ｊ
Ｒ
玖
波
駅
を
持
つ
玖
波

地
区
に
挟
ま
れ
た
小
方
地
区
は
、
鉄
道
駅
が
な

か
っ
た
せ
い
か
、
市
街
地
化
が
、
大
竹
地
区
や
玖

波
地
区
よ
り
比
較
的
遅
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　
《
小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
》は
、
地

理
的
に
大
竹
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
小
方
地
区

に
鉄
道
駅
を
誘
致
し
、
同
地
区
を
軸
に
、
地
域
活

性
化
を
総
合
的
に
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
子
育
て

世
代
が
住
み
た
い
と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
の
促
進

や
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
、
大
竹
市
全
体
の

魅
力
向
上
、
ひ
い
て
は
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
《
モ
デ
ル
地
区
づ
く
り
》
の
よ
う
な
意

味
合
い
を
持
つ
施
策
」（
入
山
市
長
）な
の
だ
。

《
小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
》 

実
現
が
も
た
ら
す
多
様
な
効
果

　
「
小
方
地
区
に
鉄
道
駅
を
誘
致
す
る
こ
と
は
、

旧
小
方
町
時
代
か
ら
の
地
元
の
悲
願
で
し
た
。
正

直
な
と
こ
ろ
、
現
状
で
は
Ｊ
Ｒ
も
新
駅
の
開
設
に

は
慎
重
な
姿
勢
で
臨
ん
で
お
り
、
必
ず
実
現
す
る

か
ど
う
か
と
い
え
ば
、
今
は
ま
だ
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
戦
後
間
も
な
い
頃
に
、
現
在

の
瀬
戸
内
工
業
地
域
に
発
展
す
る
未
来
図
な
ど
が

ま
だ
皆
目
分
か
ら
な
い
状
況
の
中
、
私
た
ち
の
先

人
は
東
京
周
辺
や
大
阪
周
辺
を
は
じ
め
、
名
だ
た

る
工
業
地
帯
な
ど
に
も
、
何
度
も
何
度
も
足
を
運

び
、
企
業
誘
致
を
一
つ
ず
つ
粘
り
強
く
行
い
、
つ

い
に
今
日
の
瀬
戸
内
工
業
地
域
の
隆
盛
を
実
現
し

ま
し
た
。

　

そ
の
事
例
に
倣
っ
て
、
新
駅
予
定
地
周
辺
の
小

方
地
区
全
体
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
予
定

通
り
に
着
々
と
進
め
て
い
き
、
鉄
道
駅
を
希
求
す

る
市
民
や
交
流
人
口
な
ど
の
意
識
を
盛
り
上
げ
て

い
け
ば
、
自お
の

ず
と
新
駅
の
必
要
性
に
対
す
る
、
Ｊ

Ｒ
の
理
解
も
進
む
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

実
際
、
そ
う
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
の
に
不
可
欠
な
各
種
の
優
れ
た
《
環
境
》
や
《
資

質
》
な
ど
が
、
小
方
地
区
に
は
そ
ろ
っ
て
い
る
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
」

平成24年度から運行を始めた《こいこいバス》は、これまでに利用者が100万人を超え、
地域に愛される公共交通となっている

栗谷町地区・河和神社で150年前から奉納されている「谷和神楽」（市指定重要無形文
化財）の担い手は若者たち（谷和神楽団）だ
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大竹市　市 政 ル ポ

（広島県）

　

例
え
ば
、
現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
か
ら
も
近
い

丘
の
上
に
、「
関
ケ
原
の
戦
い
」
の
後
、
江
戸
時
代

最
初
期
に
、
安
芸
国
（
現
広
島
県
全
域
）
を
領
有
す

る
こ
と
に
な
っ
た
戦
国
武
将
・
福
島
正
則
が
築
造

し
た《
亀
居
城
》の
跡（
亀
居
公
園
）が
あ
る
。

　

入
山
市
長
は
、
Ｊ
Ｒ
の
新
駅
が
実
現
し
た
暁
に

は
「
こ
の
亀
居
城
址
の
麓
に
新
駅
を
設
置
し
、
亀
居

城
址
を
駅
名
に
し
た
い
で
す
ね
。
日
本
広
し
と
い

え
ど
も
、
城
跡
を
駅
名
に
し
て
い
る
事
例
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
亀
居
城
址
を
駅
名
に
す
れ

ば
、
国
内
外
の
お
城
好
き
の
方
々
が
、
一
度
は
訪

れ
て
く
だ
さ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
も
あ
り

ま
す（
笑
）」と
も
語
る
。

　
「
小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
対
象
エ
リ
ア
は
、

小
方
地
区
の
臨
海
部
全
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、
実

に
広
大
だ
。
例
え
ば
、
代
表
的
な
事
業
地
を
挙
げ

て
み
る
と
、
ま
ず
道
の
駅
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
「
旧
小
方
中
学
校
跡
地
」、
民
間
事
業
用
地
や
中

高
層
住
宅
用
地
と
し
て
開
発
を
予
定
し
て
い
る
「
旧

小
方
小
学
校
跡
地
」
や
隣
接
す
る
「
旧
市
民
プ
ー
ル

跡
地
」
な
ど
を
合
わ
せ
た
エ
リ
ア
は
、
総
計
４
・
７

ha
あ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
民
間
施
設

「
下
瀬
美
術
館
」の
敷
地
面
積
も
約
４
・６
ha
だ
し
、
下

瀬
美
術
館
に
隣
接
し
て
い
る
総
合
公
園
（
晴
海
臨
海

公
園
、
平
成
27
／
２
０
１
５
年
球
技
場
・
管
理
棟
、

平
成
30
／
２
０
１
８
年
大
型
遊
具
、
令
和
２
／

２
０
２
０
年
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
完
成
）
に
至
っ
て
は
、

12
・
76 

ha
も
の
面
積
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
地
は
市
役
所
本
庁
舎
か
ら
海
側
に

広
が
っ
て
い
る
が
、
山
側
の
前
出
・
亀
居
城
址
の
麓
、

「
新
駅
設
置
予
定
地
」
の
至
近
で
は
《
岩
国
大
竹
道
路
》

（
※
大
竹
市
小
方
か
ら
岩
国
市
山
手
町
ま
で
延
長

９
・
８
㎞
の
幹
線
道
路
）
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
取
材
時
（
本
年
２
月
22
日
）
に
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
巨
大
な
橋
脚
が
、
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ

と
建
て
ら
れ
つ
つ
あ
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

先
に
も
少
し
触
れ
た
が
、
こ
の
岩
国
大
竹
道
路

は
大
竹
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
連
結
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
岩
国
市
と
大
竹
市
を

結
ぶ
既
存
の
国
道
２
号
の
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
は
、

か
な
り
軽
減
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
事
業
一
つ
を
取
っ
て
も
、
小
方
地
区
な
ら
び
に

大
竹
市
全
域
の
暮
ら
し
や
す
さ
は
、
よ
り
一
層
の

向
上
が
見
込
ま
れ
る
。

　

こ
う
し
た

「
小
方
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
」

の
計
画
エ
リ

ア
を
、
実
際

に
進
し
ん
ち
ょ
く捗
状
況

を
撮
影
し
な

が
ら
歩
い
て

み
る
と
、
今

ま
さ
に「
小
方

地
区
の
ま
ち

づ
く
り
が
、

そ
こ
か
し
こ

で
動
い
て
い

る
」こ
と
を
実
感
で
き
る
。

　
「
小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
構
想
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
同
地

区
に
立
地
し

て
い
た
小
方

小
学
校
と
小

方
中
学
校
の

移
転
、
お
よ

び
小
中
一
貫

校
化（
市
立
小

方
学
園
に
統

合
、
平
成
25

年
移
転
改
築

完
成
）
の
推

早期の完成が期待される岩国大竹道路の建設現場小方小・中学校の高台への移転・統合で誕生した市立小方学園（小中一貫校）

医師が常駐する阿多田島唯一の医療機関「阿多田診療所」
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進
は
、
外
せ
な
い
事
業
で
し
た
。
大
竹
市
は
中
山
間

地
の
地
区
だ
け
で
な
く
、
海
側
の
大
竹
地
区
・
小
方

地
区
・
玖
波
地
区
も
含
め
、
全
体
に
平
地
が
少
な
い

の
で
す
。

　

そ
こ
で
山
側
の
土
地
を
切
り
崩
し
て
平
地
を
構

築
し
、
そ
こ
に
小
方
小
・
中
学
校
を
移
転
統
合
さ

せ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
そ
の
周
辺
に
１
７
０
戸
分

の
住
宅
地
を
開
発
し
ま
し
た
。
小
方
小
・
中
学
校

の
跡
地
に
も
、
道
の
駅
や
中
高
層
住
宅
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
が
、
開
発
に
は
、
小
方
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
の
『
将
来
性
』
に
、
民
間
企
業
が
敏
感
に

呼
応
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

　

実
際
問
題
、
例
え
ば
ど
の
よ
う
に
広
大
な
空
閑
地

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
所
の
開
発
に
民
間
企

業
の
進
出
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
か
き
立
て
る
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
は
難

し
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
鉄
道
新
駅
の
設
置
実
現
の
可
否
こ
そ
、

ま
だ
明
確
で
は
な
い
と
し
て
も
、
小
方
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
は
空
閑
地
を
生
み
出
す
そ
ば
か
ら
、
住
宅
開

発
や
企
業
立
地
が
相
前
後
し
て
進
捗
し
て
い
く
と

い
う「
勢
い
」が
、
現
状
と
し
て
早
く
も
備
わ
り
つ
つ

あ
る
。既

に
枝
葉
が
生
き
生
き
伸
び
始
め
て
い
る

小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　

中
で
も
、
民
間
企
業
の
進
出
と
い
う
枠
組
み
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
突
出
し
た
存
在
感
を
放
っ

て
い
る
《
下
瀬
美
術
館
》
の
在
り
方
は
、
小
方
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
を
「
文
化
芸
術
」
の
側
面
か
ら
け
ん

引
す
る
も
の
と
し
て
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

　
「
下
瀬
美
術
館
の
設
立
は
、
広
島
県
の
ご
紹
介
に

よ
っ
て
誘
致
す
る
こ
と
の
で
き
た
事
案
で
す
。
世

界
的
な
建
築
家
・
坂
茂
さ
ん
が
設
計
さ
れ
た
下
瀬

美
術
館
は
、
芸
術
作
品
を
鑑
賞
す
る
た
め
だ
け
の

美
術
館
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
芸
術
作
品
を
展
示
し

て
い
る
建
物
そ
の
も
の
が
、
芸
術
作
品
な
の
で
す
。

さ
ら
に
敷
地
内
に
は
芸
術
的
な
意
匠
に
彩
ら
れ
た

宿
泊
施
設
（
ヴ
ィ
ラ
）
も
点
在
し
て
お
り
、
高
品
位

の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　

下
瀬
美
術
館
は
オ
ー
プ
ン
し
て
ま
だ
１
年
で
す

が
、
早
く
も
小
方
地
区
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ

て
お
り
、
国
内
外
か
ら
芸
術
フ
ァ
ン
や
観
光
客
の

皆
さ
ん
が
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」

　

下
瀬
美
術
館
内
の
ヴ
ィ
ラ
は
計
10
棟
。
コ
ン
セ

プ
ト
は
「
海
辺
の
建
築
作
品
に
泊
ま
る
」。
世
界
的

建
築
家
・
坂
茂
氏
が
、
下
瀬
美
術
館
の
芸
術
的
空

間
と
美
術
館
が
立
地
す
る
大
竹
市
臨
海
部
の
風
光

明
媚
な
環
境
を
生
か
し
設
計
し
た
、
個
性
的
な
建

物
ば
か
り
で
あ
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
だ
。

　

そ
し
て
、
あ
る
方
面
か
ら
伝
え
聞
い
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
小
方
地
区
に
進
出
す
る
際
、
大
竹
市

と
折
衝
す
る
過
程
に
お
い
て
、
観
光
地
と
し
て
の

大
竹
市
の
弱
点
で
あ
る
「
宿
泊
施
設
の
少
な
さ
」
を

知
っ
た
美
術
館
側
が
、
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
一

つ
と
し
て
数
々
の
個
性
的
な
ヴ
ィ
ラ
を
企
画
し
、

建
設
を
依
頼
し
た
、
と
も
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
大
事
な
の
は
、「
ア
ー
ト
（
美
術
館
の
建

物
や
ヴ
ィ
ラ
、
各
種
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
投
影
し
た

庭
園
な
ど
）
の
中
で
ア
ー
ト
（
展
示
さ
れ
る
絵
画
や

彫
刻
ほ
か
の
作
品
）
を
観
る
」
と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど

の「
高
感
度
ぶ
り
」に
定
評
の
あ
る
下
瀬
美
術
館
が
、

瀬
戸
内
海
を
目
の
前
に
展
開
す
る
小
方
地
区
の
環

境
の
多
様
性
に
、
既
に
溶
け
込
ん
だ
存
在
に
な
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
も
っ
と
い
え
ば
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
進
む
小
方
地
区
に
お
い
て
、
地
域

の
伸
び
ゆ
く
姿
に
呼
応
し
な
が
ら
、
自
ら
も
進
化

し
よ
う
と
し
て
い
る
高
感
度
な
下
瀬
美
術
館
の
在

り
方
は
、
と
て
も
よ
く
似
合
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
取
材
で
は
、
市
長
の
お
話

「下瀬美術館」が醸し出す文化・芸術の香り高い雰囲気は今や「小方地区のまちづくり」にも不可欠
な地域財産になっている
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に
も
あ
っ
た
《
あ
た
た
ハ
マ
チ
to
レ
モ
ン
》
の
養
殖

な
ど
で
知
ら
れ
る
有
人
離
島
、
阿
多
田
島
へ
も
渡

る
こ
と
が
で
き
た
。
晴
海
臨
海
公
園
に
隣
接
す
る

小
方
港
か
ら
、
阿
多
田
島
に
渡
っ
た
の
は
市
役
所

訪
問
の
翌
日
、
祝
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

阿
多
田
島
が
釣
り
客
に
人
気
だ
と
い
う
こ
と
は

聞
い
て
い
た
が
、
大
竹
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
《
有

限
会
社
阿
多
田
島
汽
船
》
が
運
行
す
る
１
５
０
人

乗
り
の
新
型
フ
ェ
リ
ー
「
悠は
る
か
ぜ風
」（
令
和
５
／

２
０
２
３
年
就
航
、
小
方
港
～
阿
多
田
島
航
路
の

所
要
時
間
は
約
30
分
）
は
釣
り
客
を
中
心
に
、
ま

さ
に
満
席
の
盛
況
だ
っ
た
。

　

大
竹
市
を
代
表
す
る
有
人
離
島
（
令
和
５
年
６
月

の
住
民
台
帳
に
基
づ
く
人
口
２
３
６
人
）
で
あ
る
と

同
時
に
、
沿
岸
漁
業
・
養
殖
漁
業
の
島
と

し
て
も
知
ら
れ
る
阿
多
田
島
の
地
域
活
性

化
は
、
観
光
振
興
の
奥
行
き
を
深
く
す
る

存
在
と
し
て
、
小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

と
も
密
接
に
連
動
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
に
新
型
フ
ェ
リ
ー
を
就
航

（
18
年
ぶ
り
）
さ
せ
た
の
も
そ
の
一
環
だ

が
、
フ
ェ
リ
ー
の
船
室
か
ら
遠
望
す
る

「
岩
国
大
竹
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」の
工
場
群
の

様
子
は
、
ま
さ
に
圧
巻
だ
っ
た
。
今
回
は

実
際
に
見
る
機
会
を
持
て
な
か
っ
た
が
、

「
岩
国
大
竹
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」
の
「
工
場
夜

景
」
は
近
年
、
大
竹
観
光
の
一
つ
の
目
玉

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

阿
多
田
島
の
活
性
化
も
含
む
「
小
方
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
」の
基
本
方
針
は「
住
み

た
く
な
る
ま
ち
」「
子
育
て
が
楽
し
く
な
る
ま
ち
」

「
み
ん
な
が
集
い
に
ぎ
わ
う
ま
ち
」「
地
域
の
魅
力
が

輝
く
ま
ち
」
だ
。
そ
う
し
た
基
本
精
神
を
具
現
化
す

る
た
め
の
「
小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
ま
さ

に
こ
れ
か
ら
が
佳
境
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
前
出
の
下
瀬
美
術
館
は
オ
ー

プ
ン
か
ら
わ
ず
か
１
年
の
間
に
、
宿
泊
施
設
の
少

な
い
地
元
に
美
し
い
ヴ
ィ
ラ
を
整
備
し
た
だ
け
で

な
く
、
小
瀬
川
流
域
の
手
す
き
和
紙
保
存
会
と
の

コ
ラ
ボ
企
画
に
よ
る
、
手
す
き
和
紙
作
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
手
す
き
和
紙
を
使
っ
た
ア
ー
ト

作
品
の
展
示
な
ど
を
通
じ
、
地
域
の
活
性
化
に
早

く
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
最
大
の
核
と

位
置
付
け
ら
れ
る
「
鉄
道
新
駅
の
建
設
計
画
」
が

今
後
ど
う
な
る
か
と
は
別
の
部
分
で
、
地
域
活
性

化
の
生
き
生
き
と
し
た
息
吹
は
、
事
業
の
進
捗
と

と
も
に
、
既
に
枝
葉
を
生
き
生
き
伸
ば
し
始
め
て

い
る
。
今
後
の
推
移
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
ゆ
え

ん
だ
。

（
写
真
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
６
年
２
月
22
日
）

大竹地区の沿岸部では大手企業の工場が集中し、臨海工業地帯を形成しているが、その工場夜景は今や観光資源の一つ
となっている

小方～阿多田航路に就航したばかりの新型フェリー「悠風／はるかぜ」（阿多田港）

土日ともなると阿多田島は島の総人口以上の釣り客で大盛況になる
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